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ない。そこで NK 細胞の免疫監視に高い感受性を示すマウス T 細胞リンパ腫（BW5147.3）の全身播種
モデルにおいて，生物発光イメージングを用いた病態評価系を確立し，各臓器・組織に分布する NK 細









Immunomodulatory drugs (IMiDs)の NK 細胞に対する免疫調節作用について明らかにした。IMiDs 投与群
ではフローサイトメトリー解析により末梢組織中で NK 細胞，特に成熟型の CD27lo サブセットが増加
し，加えて NK 細胞の分化・成熟化や機能発現に関わる転写因子である T-bet の発現上昇が見られた。
また IMiDs 投与マウスの NK 細胞ではエフェクター機能の上昇が認められた。さらにマウスメラノーマ
細胞の肺転移が IMiDs 投与で有意に抑制され，この転移抑制作用は NK 細胞依存的であった。以上の結























御におけるインターロイキン 4 受容体の重要性（Hertati et al. Front Pharmacol, 2020）および腸管神経系
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* 1) 早川芳弘．Pre-clinical animal models for studying cancer immunology. The 7th International 




* 1) 早川芳弘．若手・融合がもたらすがん研究ブレイクスルー．第 79 回日本癌学会学術総
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negatively regulates PD-L1 expression in melanoma. 第 79 回日本癌学会学術総会；2020 Oct 
1-3；広島（オンライン）． 
 8) Sutthorn Pothongrsit, Yoshihiro Hayakawa, Varisa Pongrakahanon. Erianthridin inhibits lung 
cancer cell metastasis viaregulating actin cytoskelton rearrangement and MMPs expression. 第 79
回日本癌学会学術総会；2020 Oct 1-3；広島（オンライン）． 
 9) 髙橋篤司，早川芳弘，櫻井宏明，横山悟．悪性黒色種における SOX10 を介した PD-L1 の
発現抑制機構．第 79 回日本癌学会学術総会；2020 Oct 1-3；広島（オンライン）． 
 10) 青木重樹，桑原佐季，薄田健史，伊藤晃成．HLA 多型特異的な薬物性の免疫毒性発症に
対する免疫寛容系の関与．第 47 回日本毒性学会；2020 Jun 29 - Jul 1（オンライン）． 
 11) 桑原佐季，薄田健史，青木重樹，伊藤晃成．アバカビルによる HLA 多型依存的な特異体質
毒性の発現への免疫寛容系の関与．第 27 回日本免疫毒性学会；2020 Sep 26-27（オンライ
ン）． 
 12) 桑原佐季，薄田健史，風岡顯良，青木重樹，伊藤晃成．HLA 多型依存的なアバカビル過敏




 1) Kato T., Ito Y., Yamamoto T., Shimizu M., Itazawa T., Adachi Y., Kadowaki M., Adachi Y.: An 
evaluation of the effects of Kakkonto in combination with dietary advice in children with food 
allergies through a non-randomized controlled trial. JSA/WAO Joint Congress 2020, 2020, 9, 17-
20; Kyoto. 
（国内学会） 
 1) 山本 武，宋 夢婷，後藤由佳，門脇 真．葛根湯併用経口免疫療法による食物アレルギー
疾患の寛解維持誘導について病態マウスを用いた検討．2020 第 37 回和漢医薬学会学術
大会；2020, 8, 29-30；京都（オンライン）． 
 2) 山本 武，宋夢 婷，後藤由佳，門脇 真．食物アレルギー病態マウスを用いた葛根湯と経
口免疫療法の併用療法による寛解維持効果の検討．JSA/WAO Joint Congress 2020 (第 69
回日本アレルギー学会学術大会)；2020, 9, 17-20；京都（オンライン）． 
 3) 加藤 諒，緒方華子，山本 武，門脇 真．腸内細菌叢は成熟マウスの腸管神経回路の形成
維持に恒常的に寄与する．富山薬学研究会 2020 (日本薬学会北陸支部例会代替会) ；2020, 
11, 15；富山． 
 4) 小川雄大，林 周作，山本 武，門脇 真．腸管マクロファージでの IL-10 産生を亢進させ
－40－
るベルベリンは炎症性腸疾患モデルにおける再燃を抑制する．富山薬学研究会 2020 (日
本薬学会北陸支部例会代替会)；2020, 11, 15；富山． 
【脂質代謝ユニット】 
（国内学会） 
 1) 渡辺志朗，陳 卓爾．ヒオデオキシコール酸がマウスにおける糞便中への脂質排泄に及ぼ
す影響．日本薬学会第 141 年会；2021 Mar 26-29；広島（オンライン）． 
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metastasis research. 2018～ 
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（和漢医薬学総合研究所 2012-2013 年度，2015 年度公募型共同研究 採択課題）， 
2012, 4～ 
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の軽減効果の評価，2018～ 
（学内） 
 1) 和田 努，笹岡利安（富山大学大学院医学薬学研究部(薬学)）：脂肪肝形成におけるペルオ
キシゾーム ABCD1 の役割の解明，2018～ 









 1) 文部科学省科学研究費 新学術領域研究（分担：早川芳弘）「ケミカルバイオロジーを用
いた炎症性疾患に対する分子標的予防研究」(H29.4.1〜R4.3.31) 
 2) 文部科学省科学研究費 基盤(C)最終 R4/早川芳弘（大橋）（分担：早川芳弘）「亜鉛トラン
スポーターを介した代謝制御機構の解明に基づく大腸がん治療戦略の創出」（R2.4.1〜
R4.3.31） 
 3) 文部科学省科学研究費 研究活動スタート支援（代表：薄田健史）「自己抗原の異物化を
介した腫瘍免疫原生の改善に基づく新規がん免疫療法の開発」（R2.4.1〜R4.3.31） 
 4) 令和 2 年度産学連携等研究費 受託事業費 学術指導 早川(テルモ)（代表：早川芳弘）
「癌研究に関する学術指導」（R2.4.1〜R3.3.31） 
 5) 令和 2 年度共同研究費 共同研究 早川（日本製薬工業）（代表：早川芳弘）「牛黄清心元
ならびに FNK-2001(半枝蓮・白花蛇舌草・山参・冬虫夏草混合品)」（R2.9.8〜R3.9.30） 
 6) 令和 2 年度共同研究費 共同研究 早川（野田食菌工業）（代表：早川芳弘）「LEM（椎茸
菌糸体培養培地抽出物）の抗がん作用に関する研究」（R2.8.18〜R4.3.31） 
 7) 令和 2 年度共同研究費 共同研究 小松（ツムラ）薬理作用（代表：早川芳弘）「漢方薬
の免疫系に対する薬理作用研究（R2.9.10〜R4.3.31） 
 8) 公益財団法人安田記念医学財団 令和 2 年度癌研究助成 安田記念医学財団（早川）（代
表：早川芳弘）「糖代謝スイッチによるがん細胞の免疫不応答性獲得機構の解明」
（R2.11.10〜R4.1.15） 




 1) 2020 年度 日本学術振興会科学研究費 基盤研究（C）（代表：山本 武）「漢方薬併用経口
免疫療法による食物抗原耐性獲得の検討と治療評価血液マーカーの探索」 
 2) 2020 年度日本学術振興会科学研究費 基盤研究（C）（代表：林 周作）「腸管マクロファ
ージの IL-10 産生亢進作用をもつ炎症性腸疾患の新たな治療薬の開発」 
 3) 2020 年度日本学術振興会科学研究費 国際共同研究加速基金（国際共同研究強化） 
（代表：林 周作）「炎症性腸疾患において腸管マクロファージが腸管粘膜の損傷を修復
するメカニズムの解明」 
 4) 2020 年度 公益財団法人 喫煙科学研究財団 特定研究（代表：門脇 真，分担：林 周作，
山本 武）「腸内細菌による腸管神経系を介した脳腸相関の制御機構の解明と喫煙の影響」 
【脂質代謝ユニット】 







  学部 3 年生：魚住茉紘，山口叶大，原大輔 
  学部 4 年生：遠藤麻夜，對比地遥，山本奨也 
  学部 6 年生：平田卓也 
  大学院修士 1 年：山前結 
  大学院修士 2 年：関戸景子 
  大学院修士 2 年：菅原美紗 
  大学院修士 2 年：大島知佳子 
  大学院修士 2 年：鈴木亮哉 
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  大学院修士 2 年：賀 卡（10 月入学） 
  大学院博士 1 年：Sisca Ucche 
  大学院博士 3 年：梅山凛 
  大学院博士 3 年：宮里紀穂 
  大学院博士 3 年：藤原俊幸 
  大学院博士 3 年：Min-Kyoung Shin 
  大学院博士 3 年：Amira Abdellatef Ahmed（10 月入学） 
  学内研究生：明元佑司（富山大学医学部第一外科），松尾光浩（富山大学医学部麻酔科学），
Muhammad Irfan Rasul（富山大学医学部総合口腔科学），Nguyen Tien Dung（富山大学医学
部臨床腫瘍部学） 
  協力研究員：網のぞみ（テルモ株式会社） 
【腸管疾患ユニット】 
  大学院修士 1 年：後藤由佳 
  大学院修士 2 年：小川雄大 
  大学院修士 2 年：加藤 諒 
  大学院博士 3 年：緒方華子 
  大学院博士 3 年：Hertati Ai 
  大学院博士 3 年：張 玥 
  大学院博士 3 年：金内優也 
【脂質代謝ユニット】 
  学部 3 年生：武田沙也香 
  学部 3 年生：坂本来那 
  学部 5 年生：杉村美愛 
  学部 6 年生：保岡漠 
  学部 6 年生：藤原大地 
  大学院修士 2 年：馬青苗（10 月入学） 




 修士論文  
  関戸景子：十全大補湯の免疫チェックポイント阻害剤との併用効果の解析 
  菅原美紗：マウス皮膚炎モデルを用いた「証」の免疫学的解析 
  平田卓也：NK 細胞のエフェクター機能強化作用を有する和漢薬の探索研究 
  大島知佳子：マウスメラノーマ細胞の免疫応答制性制御因子として Glutathione  
  S-Transferase Alpha 4 の役割 
  鈴木亮哉：がん細胞の免疫耐性獲得に伴う代謝変化とプリン核酸アナログ Fludarabine 
  Phosphate の効果 
 博士論文 
  梅山 凛：和漢薬による生体バリア機能制御と炎症性疾患への治療応用に関する研究 
  宮里紀穂：NK 細胞のエフェクター機能制御をターゲットとした複合がん免疫薬物療法 
  に関する研究 
【腸管疾患ユニット】 
 修士論文  
  小川雄大：腸管マクロファージでの IL-10 産生亢進を標的とした長期寛解維持を実現す
る有用な新規炎症性腸疾患治療薬の探索研究 
  加藤 諒：成体における腸管神経回路の形成維持に対する腸内細菌叢の恒常的寄与 
 博士論文 
  Hertati Ai：A study of pathophysiological roles of immune system-related receptors that regulate 
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intestinal mucosal barrier function in inflammatory bowel disease model 
【脂質代謝ユニット】 
 修士論文  
  馬青苗：Alteration of fecal bile acid profiles by boiogito in mice and its possible roles in changes 
in fecal and liver lipid levels  
 博士論文 
  陳卓爾：Preventive effects of boiogito on cholestatic liver injury and hepatic lipid accumulation 
in mice through the modulation of intestinal bile acid metabolism 
 
